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そ
れ
は
、
鉄
板
の
切
粉
と
汗
、
溶
接
の
煙

が
混
ざ
り
合
っ
た
匂
い
だ
っ
た
。
少
年
に
と
っ
て

快
適
な
匂
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
う
れ
し
か
っ
た
。

父
親
と
の
久
し
ぶ
り
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。
空

は
夕
暮
れ
に
染
ま
り
か
け
て
い
た
が
、
で
き
る

こ
と
な
ら
日
が
落
ち
て
ほ
し
く
な
か
っ
た
。 

「
懐
か
し
い
父
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
の
匂
い

が
、
車
両
づ
く
り
の
現
場
の
匂
い
と
分
か
っ
た

の
は
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
に
帰
国
し
て
か
ら

で
す
ね
」 

　
企
業
家
は
少
年
時
代
の
思
い
出
を
振
り
返

り
な
が
ら
語
っ
た
。
山
口
県
下
松
市
に
あ
る
株

式
会
社
山
下
工
業
所
の
山
下
竜
登
社
長
（
48

歳
）
で
あ
る
。
人
懐
っ
こ
い
、
温
和
な
表
情
が

印
象
的
だ
。 

  

　
山
下
社
長
は
、
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
一
九
六
四

（
昭
和
三
十
九
）
年
に
下
松
市
で
生
ま
れ
た
。

父
親
の
清
登
氏
（
現
山
下
工
業
所
相
談
役
）

は
、
当
時
、
二
十
八
歳
。
前
年
に
会
社
を
立

ち
上
げ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

　
清
登
氏
は
、
戦
後
、
市
内
の
小
さ
な
自
動

車
修
理
の
町
工
場
に
入
り
、
金
属
板
を
ハ
ン
マ

ー
で
叩
い
て
三
次
元
自
由
曲
面
を
作
り
出
す

「
打
ち
出
し
板
金
」
と
呼
ば
れ
る
職
人
技
を

身
に
つ
け
た
。
先
輩
か
ら
教
え
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
壊
れ
た
ボ
デ
ィ
ー
や
バ
ン
パ
ー
を
ハ
ン
マ

ー
で
叩
き
な
が
ら
修
理
し
て
い
く
先
輩
の
手
さ

ば
き
を
じ
っ
く
り
見
な
が
ら
、
技
を
盗
ん
で
い

っ
た
の
だ
。 

　
下
松
市
は
、
大
正
時
代
に
操
業
を
開
始
し

た
日
立
製
作
所
笠
戸
工
場
が
中
核
と
な
っ
て

発
展
し
た
、
全
国
で
も
数
少
な
い
鉄
道
車
両

製
造
の
町
で
あ
る
。
清
登
氏
が
働
く
町
工
場

に
、
日
立
製
作
所
か
ら
イ
ン
ド
向
け
蒸
気
機

関
車
の
部
品
製
作
の
仕
事
が
舞
い
込
ん
で
き
た

の
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
、
半
世
紀
以
上
に
わ

た
る
清
登
氏
と
鉄
道
車
両
部
品
作
り
と
の
出

合
い
で
あ
る
。 

  

　
清
登
氏
は
当
時
ま
だ
十
代
の
若
者
で
あ
っ
た

が
、
打
ち
出
し
て
作
り
上
げ
た
複
雑
形
状
の

車
両
部
品
の
出
来
の
良
さ
は
、
関
係
者
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
た
。 

　
勤
め
て
い
た
町
工
場
が
廃
業
し
て
か
ら
も
、

形
式
上
、
日
立
製
作
所
の
協
力
会
社
の
一
つ

に
籍
を
お
く
自
営
業
者
に
な
り
、
日
立
製
作

所
構
内
で
板
金
作
業
に
従
事
し
た
。
在
来
線

の
特
急
電
車
や
世
界
初
の
本
格
的
な
旅
客
輸

送
の
た
め
の
跨
座
式
モ
ノ
レ
ー
ル
（
犬
山
パ
ー

ク
ラ
イ
ン
モ
ノ
レ
ー
ル
カ
ー
・
愛
知
県
）、
東
海

道
新
幹
線
の
試
作
車
両
な
ど
の
流
線
形
の
先

頭
構
体
、
鉄
道
車
両
の
「
顔
」
に
相
当
す
る

部
分
の
製
作
に
携
わ
っ
た
。 

　
こ
の
時
期
、
「
正
社
員
に
な
ら
な
い
か
」
と

の
誘
い
も
受
け
た
が
清
登
氏
は
断
っ
て
い
る
。 

「
当
初
は
、
一
匹
狼
で
気
楽
に
や
っ
て
み
た
い

と
の
思
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
後
、

『
自
分
で
会
社
を
つ
く
り
た
い
』
と
い
う
考
え

に
変
わ
り
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年

に
、
日
立
さ
ん
の
強
力
な
後
押
し
を
い
た
だ
い

て
、
山
下
組
を
創
業
し
ま
し
た
」 

　
二
十
八
歳
で
の
創
業
で
あ
っ
た
。
初
仕
事
は

東
海
道
新
幹
線
の
開
業
用
量
産
車
向
け
十
二

両
分
の
「
顔
」
。
翌
年
十
月
の
開
業
に
間
に

合
わ
せ
る
た
め
、
清
登
氏
は
自
慢
の
職
人
を
集

め
、
ま
た
、
新
人
を
指
導
し
な
が
ら
、
ひ
た

す
ら
ハ
ン
マ
ー
を
振
り
続
け
た
。 

「
自
ら
現
場
で
作
業
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
後

進
の
技
術
指
導
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
立
さ
ん
と
の
商
談
、
日
程
調
整
も
あ
り
ま

す
。
徹
夜
し
た
り
、
夜
遅
く
ま
で
ハ
ン
マ
ー
を

振
り
続
け
た
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
と
聞
き
ま

す
。
子
ど
も
時
分
は
高
度
成
長
の
真
っ
只
中

で
、
ど
こ
の
家
で
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て

株
式
会
社
山
下
工
業
所
　
社
長
　

山
下 

竜
登 

《
山
口
県
下
松
市
》東海道新幹線試乗車両の「顔」

（写真提供：山下工業所）
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い
て
も
父
と
会
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

母
も
働
い
て
い
ま
し
た
か
ら
、
祖
母
が
私
と
妹

の
面
倒
を
み
て
く
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
当
た
り

前
と
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
」 

　
優
れ
た
技
能
者
と
し
て
製
造
現
場
で
汗
を

流
し
な
が
ら
、
会
社
の
経
営
に
も
責
任
を
負

う
。
そ
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

  

　
そ
の
後
、
新
幹
線
の
延
伸
、
増
備
に
よ
り
、

山
下
工
業
所
の
業
容
は
順
調
に
拡
大
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
六
十
年
代
に
入
る
と
、
一
九

八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
の
分
割
民
営
化
を

控
え
、
当
時
の
国
鉄
は
新
型
車
両
の
投
入
を

凍
結
し
た
。
日
立
製
作
所
へ
の
車
両
発
注
も

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
山
下
工
業
所
は
創
業

以
来
最
大
の
試
練
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
時
期
を
振
り
返
り
、
清
登
氏
は
あ

る
雑
誌
で
「
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
苦
労

が
あ
っ
た
」
と
表
現

し
て
い
る
。 

　
一
九
九
〇
年
代
、

新
た
に
発
足
し
た

J
R
各
社
は
、
独
自

デ
ザ
イ
ン
の
新
し
い
新

幹
線
と
特
急
電
車
を

次
々
に
投
入
し
た
。

増
大
す
る
需
要
に
対

処
す
る
た
め
、
清
登

氏
は
、
日
立
製
作
所
の
技
術
者
と
共
同
で
製

作
方
法
の
見
直
し
を
行
い
、
分
業
体
制
を
確

立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
中
間
工
程
に
機
械
を

導
入
す
る
こ
と
で
生
産
性
を
大
幅
に
向
上
さ

せ
た
。 

　
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
の
春
、
J
R

各
社
の
新
幹
線
車
両
の
更
新
時
期
が
重
な
り
、

超
人
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
う
に
か
乗
り
切

っ
た
直
後
、
清
登
氏
は
体
調
を
崩
し
、
製
造

現
場
の
一
線
か
ら
退
い
た
。
脳
血
栓
だ
っ
た
。 

  

　
山
下
社
長
は
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）

年
に
下
松
高
校
を
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学
に

進
学
し
た
。
父
か
ら
「
い
ず
れ
ア
ジ
ア
の
時
代

が
く
る
。
将
来
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
辺
り
で
働
け
る

よ
う
、
英
語
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
そ
し
て
財

務
を
勉
強
せ
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
商
学

部
に
進
ん
だ
。
進
学
に
際
し
、
家
業
を
継
ぐ

こ
と
に
つ
い
て
は
一
言
も
な
か
っ
た
と
い
う
。 

　
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
に
大
学
を

卒
業
後
、
金
融
機
関
に
就
職
。
最
初
の
三
年

半
を
日
本
で
過
ご
し
た
後
、
英
国
に
赴
任
。

そ
の
後
も
、
駐
在
員
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
大
半
を
海
外
で
過
ご
し
た
。 

　
シ
ド
ニ
ー
の
現
地
法
人
で
代
表
者
を
務
め
て

い
た
山
下
社
長
に
「
家
業
を
継
い
で
欲
し
い
」

と
い
う
声
が
届
け
ら
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
六
（
平

成
十
八
）
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
父
親
の

体
調
が
万
全
で
な
い
こ
と
は
漏
れ
聞
い
て
い
た

も
の
の
、
家
業
を
継
ぐ
考
え
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
だ
け
海
外
で
の
仕
事
と
生
活
は
充
実
し
て
い

た
。
だ
が
、
「
あ
の
と
き
は
切
迫
感
が
違
っ
た
」

と
い
う
。 

　
急
遽
一
時
帰
国
。
幼
い
頃
か
ら
か
わ
い
が
っ

て
く
れ
た
二
人
の
工
場
長
や
、
清
登
氏
と
苦

労
を
共
に
し
て
き
た
日
立
製
作
所
の
社
員
か

ら
早
く
帰
国
し
て
父
親
を
助
け
る
よ
う
に
嘆

願
さ
れ
た
。 

　
父
が
苦
労
し
て
確
立
、
発
展
さ
せ
て
き
た

特
殊
な
技
能
。
四
十
年
以
上
新
幹
線
の
「
顔
」

作
り
に
貢
献
し
て
き
た
会
社
が
、
後
継
者
不

在
の
た
め
に
解
体
さ
れ
る
の
は
惜
し
い
。
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
製
造
業
の
経
営
で
は
あ
る
が
、

会
社
を
救
え
る
の
は
自
分
し
か
い
な
い
と
、
山

下
社
長
は
納
得
し
た
。 

「
最
終
的
に
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
、

赴
任
先
の
シ
ド
ニ
ー
で
出
会
い
一
緒
に
な
っ
た

妻
で
し
た
。
『
親
が
困
っ
て
い
る
の
を
助
け
な
い

の
は
、
男
じ
ゃ
な
い
。
い
ざ
と
な
れ
ば
、
一
緒

に
何
の
仕
事
で
も
す
る
覚
悟
が
あ
り
ま
す
』

と
言
い
切
り
ま
し
た
か
ら
ね
」 

　
健
気
な
言
葉
が
身
に
染
み
た
。 

  

　
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
の
晩
秋
、
山

下
社
長
は
帰
国
。
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）

年
一
月
、
山
下
工
業
所
に
入
社
、
専
務
に
就

任
し
た
。
高
校
卒
業
後
、
ほ
と
ん
ど
下
松
に

帰
っ
た
こ
と
が
な
く
、
会
社
の
内
情
は
知
ら
な

か
っ
た
が
、
す
ぐ
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
。

手
仕
事
の
職
人
技
が
評
価
さ
れ
、
存
続
し
て

き
た
会
社
で
あ
る
の
に
、
技
を
継
ぐ
十
代
、

二
十
代
が
一
人
も
い
な
か
っ
た
の
だ
。 

　
当
初
は
楽
観
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
継
承
者

が
い
な
け
れ
ば
採
れ
ば
よ
い
。
そ
の
道
で
は
、

国
内
最
高
レ
ベ
ル
ま
で
腕
を
磨
き
上
げ
た
ベ
テ

ラ
ン
職
人
が
お
り
、
自
分
で
自
分
の
能
力
を

開
発
で
き
る
職
場
。
す
ぐ
に
人
は
集
め
ら
れ

る
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
手
応
え
は
な

か
っ
た
。 

「
打
ち
出
し
板
金
」
「
ア
ル
ミ
板
を
ハ
ン
マ
ー
で

叩
い
て
新
幹
線
の
顔
の
部
分
を
作
る
」
と
言
っ

て
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。
打
ち
出
し
板

金
と
い
う
職
人
技
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
地
元

に
お
い
て
す
ら
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
愕
然
と
し
た
。

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
知
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
存
在
し
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

人
材
が
集
ま
る
は
ず
が
な
い
。 

   

　
他
の
職
人
技
と
同
じ
く
、
打
ち
出
し
板
金

に
お
い
て
も
技
を
身
に
つ
け
る
に
は
見
よ
う
見

ま
ね
の
独
習
が
基
本
と
な
る
。
十
年
か
か
っ
て

や
っ
と
駆
け
出
し
と
さ
れ
る
。
第
一
人
者
と
さ

れ
る
熟
練
職
人
は
当
時
六
十
歳
を
超
え
て
お

り
、
意
欲
あ
る
優
秀
な
若
手
の
採
用
が
最
優

先
の
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
技
の
知
名
度

の
向
上
、
そ
れ
も
圧
倒
的
な
向
上
が
必
要
な

こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。 

　
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
制

約
が
あ
る
な
か
、
山
下
社
長
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
会
社
案
内
の
作
成
、
公
的
表
彰
制
度
へ

の
応
募
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
手
探
り
の
状

態
で
進
め
て
い
っ
た
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す

な
か
、
技
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
起
爆
剤

に
な
っ
た
の
が
弦
楽
器
作
り
で
あ
っ
た
。
優
美

な
曲
面
を
作
り
出
す
打
ち
出
し
板
金
の
特
長

を
表
現
す
る
の
に
最
適
と
発
案
さ
れ
た
。 

　
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
三
月
、
ア
ル

ミ
合
金
製
の
チ
ェ
ロ
を
作
っ
た
。
「
も
の
づ
く
り

日
本
大
賞
」
の
受
賞
企
業
を
集
め
た
東
京
の

展
示
会
で
披
露
さ
れ
、
山
口
県
内
で
も
報
道

さ
れ
た
。
打
ち
出
し
板
金
の
存
在
が
地
元
一

般
市
民
の
注
目
を
集
め
る
、
よ
い
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
翌
年
に
は
、
い
ず
れ
も
世
界
初
と
な

る
ア
ル
ミ
合
金
製
の
バ
イ
オ
リ
ン
と
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
製
の
バ
イ
オ
リ
ン
を
作
っ
た
。 

　
こ
れ
ら
弦
楽
器
は
、
同
社
に
二
名
在
籍
す

る
「
現
代
の
名
工
」
の
う
ち
の
一
人
、
藤
井

洋
征
前
第
二
工
場
長
が
中
心
に
な
っ
て
製
作
。

こ
れ
ま
で
に
、
チ
ェ
ロ
は
五
挺
、
バ
イ
オ
リ
ン
は

四
挺
完
成
さ
せ
て
い
る
。 

　
さ
ら
に
昨
年
に
は
、
ア
ル
ミ
合
金
で
作
っ
た

山
口
国
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ょ

る
る
」
を
下
松
市
に
寄
贈
し
た
。
高
さ
二
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
大
作
だ
。 

　
実
は
「
ち
ょ
る
る
」
に
は
鉄
道
車
両
の
よ

う
な
骨
組
み
が
な
く
、
骨
組
み
代
わ
り
の
「
治

具
」
か
ら
作
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
を

担
っ
た
の
は
入
社
半
年
に
満
た
な
い
鹽
見
健
生

さ
ん
だ
っ
た
。
打
ち
出
し
は
、
現
役
の
「
現
代

の
名
工
」
で
あ
る
国
村
次
郎
前
第
一
工
場
長

が
担
当
し
た
。 

　
完
成
の
裏
に
、
現
役
の
「
現
代
の
名
工
」
と
、

将
来
の
「
現
代
の
名
工
」
を
目
指
す
新
人
の

二
人
の
尽
力
が
あ
っ
た
ア
ル
ミ
合
金
製
の
ち
ょ
る

る
は
、
「
永
久
に
残
す
べ
き
下
松
市
民
共
有
の

宝
物
（
談
・
井
川
成
正
下
松
市
長
）」
と
し

て
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。 

  

　
山
下
社
長
が
、
現
在
力
を
入
れ
て
い
る
の
は

清
登
氏
に
よ
る
出
張
講
演
で
あ
る
。
半
世
紀

に
わ
た
る
「
も
の
づ
く
り
」
人
生
の
話
だ
。
講

演
は
「
弦
楽
器
の
新
作
発
表
」
「
工
場
見
学
・

打
ち
出
し
体
験
の
受
入
れ
」
と
並
ぶ
、
長
期

的
な
人
材
確
保
策
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
三
年
前
か
ら
始
め
、
す
で
に
三
十
回

を
超
え
た
。
弦
楽
器
を
持
参
し
、
父
子
二
人

で
出
向
く
講
演
だ
。 

　
地
道
な
活
動
で
は
あ
る
が
、
打
ち
出
し
板

金
の
技
へ
の
理
解
者
が
着
実
に
増
え
て
い
る
実

感
が
あ
る
の
が
う
れ
し
い
と
い
う
。 

　
こ
う
し
た
活
動
が
功
を
奏
し
、
こ
の
二
年

間
で
は
、
二
十
人
以
上
が
入
社
を
希
望
し
、

十
代
二
人
、
二
十
代
一
人
を
採
用
し
た
。
つ
い

数
年
前
ま
で
応
募
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
大
き
な
前
進
だ
。 

  

　
山
下
社
長
は
、
規
模
の
拡
大
よ
り
も
、
高

品
質
な
部
品
を
確
実
に
作
る
少
数
精
鋭
の
職

人
の
組
織
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
器

用
さ
と
自
己
開
発
能
力
を
兼
ね
備
え
た
優
秀

な
若
手
を
常
に
追
い
求
め
て
い
る
と
い
う
。 

「
も
っ
と
若
い
頃
に
打
ち
出
し
板
金
の
真
価
を

知
っ
て
い
た
ら
、
私
は
職
人
に
な
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
父
の
D
N
A
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

打
ち
出
し
板
金
と
の
出
合
い
が
遅
す
ぎ
ま
し
た
。

現
代
の
名
工
に
認
定
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
大
抵

十
代
か
ら
腕
を
磨
き
始
め
ま
す
。
若
手
に
は
、

私
の
分
身
と
な
っ
て
腕
を
磨
い
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
で
す
が
、
私
は
、
技
の

存
在
、
真
価
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
、
技
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
、
P
R
の

職
人
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
」 

　
工
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
時
、
そ
う
語

り
な
が
ら
、
山
下
社
長
は
ハ
ン
マ
ー
を
振
り
続

け
る
若
い
職
人
を
見
つ
め
て
い
た
。 

　
そ
の
ま
な
ざ
し
か
ら
は
、
多
く
の
先
人
た
ち

に
培
わ
れ
て
き
た
高
い
技
能
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
、
も
の
づ
く
り
の
夢
と
可
能
性
を
追
求
し

よ
う
と
い
う
強
い
意
志
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

◆株式会社山下工業所：0833（41）3333　URL http://www.yamashita-kogyosho.com

500 系新幹線の「顔」作りの工程（写真提供：山下工業所）

ハンマーで三次元自由曲面を作り出す打ち出し板金技術（写真提供：山下工業所）

知名度をアップさせたアルミ合金製のチェロ
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